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香川 景樹（かがわ かげき）

資 料

短冊 『曳菖蒲 すみよしの 浅さは何の あやめくさ

引手に杜の 根ともかくらん 景樹』

作 者

１７６８（明和５）．４．１０－１８４３（天保１４）．３．２７

因幡（鳥取県）生まれ。

二条派の歌人香川景柄の養子となるが、文化元年に景柄

と離縁し、清水定固に和歌を学ぶ。賀茂真淵の万葉調の

和歌に対し、古今和歌調の「調べの説」を唱え桂園派を創

る。
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